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快
晴
    

◇
参

加
者

；
乾

 
克

己
、

青
木

宏
充

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
名

。
 

 
笠

捨
山

捲
き

道
(
旧

逓
信

道
)
改

修
作

業
班

下
山

後
、

行
仙

宿
当

番
は

乾
氏

 

の
み

で
あ

っ
た

が
、

急
遽

、
青

木
氏

が
連

泊
と

な
り

、
来

宿
舎

の
対

応
を

 

し
た

。
 

 
来

宿
者

は
、

１
３

名
(
内

女
性

１
名

、
ト

レ
ラ

ン
４

名
)
。

テ
ン

ト
１

名
、

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(
乾

氏
の

報
告

)
 

５５ ５５
月月 月月
０
２

０
２

０
２

０
２
日日 日日
(( ((
月月 月月
)) ))     

晴
れ
    
    
 

◇
参

加
者

；
乾

 
克

己
、

山
上

皓
一

郎
、

山
上

昌
子

、
生

熊
敏

男
、

 

東
 

敬
子

、
中

前
 

偉
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
６

名
。

 

 

５
月

２
日

は
午

前
９

時
３

０
分

に
熊

野
川

行
政

局
に

集
合

し
、

中
前

車
に

乗
り

合
わ

せ
て

向
か

う
こ

と
に

な
っ

て
い

た
。

東
さ

ん
は

９
時

前
に

到
着

。
 

新
宮

組
の

山
上

さ
ん

夫
妻

、
生

熊
さ

ん
も

９
時

２
５

分
ご

ろ
到

着
し

た
の

で
、

中
前

車
に

荷
物

を
積

み
替

え
て

出
発

準
備

す
る

も
、

缶
ビ

ー
ル

２
ケ

ー

ス
、

食
料

な
ど

を
積

み
込

む
と

ラ
ゲ

ー
ジ

ス
ペ

ー
ス

が
満

杯
に

な
っ

て
し

ま

っ
た

。
仕

方
な

く
予

備
タ

イ
ヤ

を
行

政
局

地
下

駐
車

場
の

隅
に

降
ろ

し
て

ザ

ッ
ク

や
背

負
子

の
ス

ペ
ー

ス
を

確
保

し
た

。
 

 
奥

瀞
道

路
（

Ⅱ
期

）
の

開
通

に
よ

り
、

狭
隘

で
カ

ー
ブ

の
多

い
蟻

越
峠

越

え
か

ら
解

放
さ

れ
、

大
幅

に
時

間
短

縮
。

安
全

性
も

増
し

て
ス

ト
レ

ス
が

激

減
し

た
と

ド
ラ

イ
バ

ー
ら

の
評

判
だ

。
 

 
５

人
が

熊
野

川
行

政
局

で
合

流
し

て
か

ら
１

時
間

余
り

で
補

給
路

鉄
階

段

に
到

着
。

荷
物

を
降

ろ
し

、
中

前
は

モ
ノ

レ
ー

ル
デ

ポ
地

へ
。

手
順

書
を

確

認
し

な
が

ら
慎

重
に

エ
ン

ジ
ン

を
始

動
し

て
バ

ッ
ク

で
林

道
に

下
る

と
、

青

木
さ

ん
が

手
を

振
っ

て
迎

え
て

く
れ

た
。
 

オ
ニ

ヤ
ン

マ
の

フ
ィ

ギ
ア

の
お
礼

を
言

っ
た

後
、

青
木

さ
ん

に
も

手
伝

っ

て
も

ら
っ

て
荷
台

に
荷

物
を

積
み

込
み

、
中

前
と

山
上

さ
ん

は
モ

ノ
レ

ー
ル

に
乗

車
。
約

８
分

で
終
点

に
到

着
す

る
。
 

こ
こ

か
ら

は
人
力

で
の

荷
揚
げ

と
な

る
が

、
モ

ノ
レ

ー
ル

が
有

る
の

と
無

い
の

で
は
雲
泥

の
差

。
そ

れ
ぞ

れ
荷

物
を

分
担

し
て

、
中

前
と

東
( あ

ず
ま
) さ

ん
は

２
往
復

し
、

１
２

時
４

０
分

に
荷
揚
げ
終
了

。
小
屋

の
東
側

で
は

乾
さ

ん
が

カ
ー

ペ
ッ

ト
と
管
理
棟

の
毛
布

を
干

し
て

く
れ

て
い

た
。
 

        

乾
さ

ん
差
入

れ
の

、
天

ぷ
ら

の
材

料
と

な
る
コ
シ

ア
ブ

ラ
や

ヤ
ハ
ズ

ア
ジ

サ
イ

、
タ

ラ
ノ
メ

な
ど

の
下

ご
し

ら
え
( 袴
取

り
) を

し
な

が
ら
昼

食
の

準
備

を

す
る

。
１

３
時

１
０

分
、
午

後
の

作
業

分
担

を
話

し
な

が
ら
昼

食
を

始
め

た
。
 

こ
の
頃

、
男

性
１

名
、

女
性

２
名

の
パ

ー
テ

ィ
ー

が
早
々

と
入

宿
。
高
松

市
か

ら
い

ら
し

た
そ

う
で

、
女

性
一

人
の
疲
労

が
激

し
く

、
ま

た
、
翌

日
の

天
気

も
下

り
坂

の
予

報
の
為

、
こ

こ
に

泊
ま

っ
て
明

日
、
白
谷

ト
ン
ネ

ル
か

ら
タ

ク
シ

ー
で
帰

る
こ

と
に

し
た
そ

う
で

あ
る

。
一

人
の

女
性

は
高
松

熊
野
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修
験

の
会

の
松
岡

さ
ん

と
面
識

が
あ

る
と

の
事

で
あ

っ
た

。
 

    
 

 
 
 

   

コ
シ

ア
ブ

ラ
袴

を
取

り
去

る
( 乾

氏
提

供
)  

ア
オ

サ
入

り
 

 

昼
食

を
終

え
、
高
松

組
２

人
と

東
さ

ん
は
水

場
へ

。
東

さ
ん

は
初
め

て
の

水
場

だ
が

、
１

０
リ

ッ
タ

ー
の

ポ
リ

タ
ン

を
担

い
だ

。
 

小
屋

に
残

る
山

上
さ

ん
夫

妻
と

東
さ

ん
に

は
、
毛
布

の
回
収
等

を
お
願

い

し
、
乾

さ
ん

、
生

熊
さ

ん
、
中

前
の

３
人

は
、
大
ハ

ン
マ

ー
、
バ
チ
鍬

、
斧

、

鋸
を
担

い
で

旧
逓

信
道

の
点
検
整

備
に

向
か

っ
た

。
 

 
１

４
時

１
０

分
作

業
開

始
。
谷
側

に
傾

き
、
浮

い
た
杭

を
引

き
寄

せ
ハ

ン

マ
ー

で
打
つ

。
杭

が
朽
ち

て
い

る
場

合
は
頑
丈
そ

う
な
倒

木
を
見
つ
け

て
は

鋸
で
適

当
な
長

さ
に
切

り
、
斧

で
先

を
付
け

て
打
ち

込
ん

だ
。
 

ま
た

、
土
止
め

の
柵

と
登

山
道

路
面

に
隙

間
が

あ
る

場
合

は
砕
け

た
岩

を
拾

い
集
め

て
塞
ぎ

、
水

が
流

れ
な

い
よ

う
に

し
た

。
 

 
汗

を
か

き
始
め

る
と
「
目

ま
じ

な
い
」

が
顔

の
周

り
を
飛
び

回
っ

て
超
不

快
。
鬱
陶

し
く

て
た

ま
ら

ん
。
 

つ
い

に
は

乾
さ

ん
が
気
管

に
虫

を
吸

い
込

み
、

激
し

く
咳

き
込

ん
で

作
業

中

断
。
そ

の
後

は
顔

に
タ

オ
ル

を
巻

い
て
虫

対
策

。
斧

を
持

っ
て
歩

く
怪

し
い

姿
を
見

て
身
構

え
て

し
ま

っ
た

。
 

       

旧
逓

信
道

の
改

修
作

業
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
覆

面
を

し
て

の
作

業
 

 

１
６

時
作

業
を
終

え
て
小
屋

に
戻

る
。
投

宿
者

は
２

名
増

え
て

５
名

に
な

っ
て

い
た

。
ま

だ
外

に
干

し
て

あ
っ

た
カ

ー
ペ

ッ
ト

を
回
収

し
て
床

に
敷

く

な
ど

し
て

い
る

う
ち

に
管
理
等

で
は

ご
ち
そ

う
が
並
べ

ら
れ

、
山

上
さ

ん
の

奥
さ

ん
、

東
さ

ん
が
天

ぷ
ら

を
揚
げ

て
い

る
。
投

宿
の

５
名

と
幕
営

の
カ

ッ

プ
ル

に
揚
げ

た
て

の
天

ぷ
ら

を
振
舞

い
、
我
々

も
夕

食
の
宴

に
入

っ
た

。
 

         
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
菜

の
て

ん
ぷ

ら
 

 
 

 
 

豆
ご

飯
 

 
大

い
に
盛

り
上

が
っ

た
が

、
最

後
は
豆

ご
飯

で
〆

。
 

 
山

上
さ

ん
夫

妻
と

東
さ

ん
は
管
理
等

に
、

乾
さ

ん
は

行
者
堂

に
、

中
前

は

行
仙
小
屋

に
そ

れ
ぞ

れ
分

宿
す

る
こ

と
に

な
っ

た
。
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宿
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者
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、

５
名
( 内

女
性

２
名
) 。

テ
ン

ト
２

名
( 内

女
性

１
名
) 。

 

 

５
月

０
３

日
( 火

)  
曇

り
の
ち
小
雨
 

◇
参

加
者

；
乾

 
克

己
、

山
上

皓
一

郎
、

山
上

昌
子

、
生

熊
敏

男
、

 

東
 

敬
子

、
中

前
 

偉
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
６

名
。

 

 ７
時

に
生

熊
さ

ん
が

ス
ト

ー
ブ

に
火

を
入

れ
、

オ
キ

で
干

物
を
焼

い
て

く
だ

さ
っ

た
。
昨
夜

の
天

ぷ
ら

を
電

子
レ

ン
ジ

で
温
め

、
生

野
菜

の
サ

ラ
ダ

、
お

み
そ
汁

な
ど

、
こ

れ
ま

た
豪
勢

な
朝

食
を
頂

く
。
 

         
ス

ト
ー

ブ
前

で
干

物
焼

く
 

盛
沢

山
の

朝
食

 
 

 
 

下
山

前
に

記
念

撮
影
 

  
８

時
３

０
分

、
小
屋

を
出

発
し

て
逓

信
道

へ
向

か
う

。
作

業
内
容

は
１

日

目
と
同
じ

だ
が

、
現

場
へ

の
距
離

は
長

く
な

っ
て

い
る

。
１

１
時

で
作

業
を

終
え
小
屋

に
向

か
う

。
 

 
小
屋

で
は

山
上

さ
ん

が
ト

イ
レ
掃
除

、
東

さ
ん

は
汲

み
取

り
作

業
を

し
て

く
れ

た
そ

う
だ

。
 

時
折

、
ぽ
つ

り
と
雨

が
落
ち

て
く

る
が

ま
だ

ま
だ
持
ち
そ

う
だ

。
こ

の
日

も

天
気

を
心
配

し
て
早
々

と
３

人
が
入

宿
。

う
ち
兵
庫
県

か
ら

や
っ

て
き

た
若

い
男

性
が
お
金

の
持
ち

合
わ

せ
が

な
い

と
の

こ
と

。
後

日
送
金

し
て

い
た

だ

く
よ

う
沖
崎

さ
ん

の
住
所

な
ど

を
教

え
る

。
そ

れ
に

し
て

も
下

山
後

の
バ

ス

移
動

は
ど

う
す

る
の

だ
ろ

う
か

。「
ピ

タ
パ

は
使

え
な

い
の

か
ぁ
～
」
と

か
つ

ぶ
や

い
て

い
た

。
 

昼
食

は
カ

レ
ー

ラ
イ

ス
、

み
そ
汁

、
イ
ワ
シ

の
干

物
な

ど
。
 

あ
と

は
下

山
す

る
だ
け

。
東

さ
ん

に
帰

り
の
運
転

を
お
願

い
し

て
ビ

ー
ル

を

１
本
飲

ん
で

し
ま

っ
た

。
 

 
１

４
時

１
０

分
、

全
員

が
下

山
し

て
帰

路
に
つ

く
。

熊
野

川
行

政
局

ま
で

１
時

間
余

り
で

到
着

し
、

解
散

と
な

っ
た

。
 

食
べ

て
ば

か
り

の
レ

ポ
ー

ト

に
な

っ
て

し
ま

い
ま

し
た
(>
_<
) 

※
午

後
１

時
３

０
分

時
点

の
宿

泊
者

は
、
小
屋

 
３

名
。

内
１

名
は
志
納
金

2
,0
0
0
円
 
沖
崎

氏
送

り
。
 

以
上

、
復
命

い
た

し
ま

す
 

 
（

報
告

者
 

中
前

）
 

 


